
一般社団法人全国古民家再生協会平成２８年年度第一回理事会	
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 平成２８年４月１９日（火） 
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 港区	
 機械工具会館会議室 
 
開会宣言	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 井上事務局長 
 
園田理事長挨拶 
本日午前の勉強会、理事会後の議員懇談会とよろしくお願いします。 
 
出席者の確認 
理事２０名中１５名出席にて成立していることを確認 
 
審議 
１、	
 平成２７年度事業決算・平成２８年度計画 
３末決算が終わっていないため（５月中旬税理士法人トーマツにより完成）２７年度決

算は後日理事メール配信にて確認することとするが別添資料（残高証明含む）による繰

越等を承認して、平成２８年度事業計画及び事業を合わせて満場一致にて承認 
 
２、	
 伝統工法に於ける耐震診断に関して 
当協会は「築５０年以上の木造古民家」の耐震診断・改修工事を目的としている。 
在来工法は従来通りで問題ないが、伝統工法に於いては「時刻歴応答計算」にて評価1.0
以上とすること（別紙確認）を確認・承認した。事業者会員に対して支部長が責任持っ

て指導することとし、全ての支部で５月例会にて「勉強会を実施」することを義務づけ

ることを確認・承認した。 
 
３、	
 事務局機能について 
常駐事務局員の採用（履歴書添付）を承認 
 
４、	
 支援議員について 
承認（別紙） 
 
５、新支部承認： 
新潟支部（中村支部長）、鳥取支部（岸田支部長）、岡山第２支部（正田支部長） 
３支部承認 
 
６、既存住宅現況検査技術者講習に関してについて 
本年度も 10 月に行いたい。古民家鑑定士ではインスペクションは行えないため、事業
者会員の方には基本的合わせて既存住宅現況検査員を取ってもらう。 



７、その他 
・近畿地区で５月２８日・２９日に大阪で開催されるロングステイフェアーに参加した

い。２０万円の補助金をいただきたい。→承認 
・滋賀大学（高田教授教室）に耐震面格子パネルの研究費用に助成金を４０万円を拠出

→承認 
・静岡でアレックス•カー氏を8月にお招きし、中部地区の支部と共に講演会いたい。 
→承認 
・熊本への支援：熊本村田支部長より古民家耐震診断を協会として援助してほしいとの

お申し出があり、伝統構法耐震評価機構へ助成として１０万円頂きたい、→承認 
 
報告事項 
１、シルバー人材センターとの提携 
 
２、ポリテクセンターとの提携 
 
３、床下検査ロボット「モーグル」導入に関して 
 
確認事項 
１、	
 領収書の宛名の「全国古民家再生協会」の徹底 

 
２、	
 今後のスケジュールに関して 
 
閉会宣言	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 井上事務局長 


